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▲図1　三岸好太郎《海》　昭和8－9年（1933－34）頃
　　　 個人蔵・一宮市三岸節子記念美術館寄託
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三
岸
好
太
郎《
海
洋
を
渡
る
蝶
》　
昭
和
9
年（
1
9
3
4
）

　
　
　
　

平
塚
市
美
術
館
寄
託（
国
際
興
業
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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一
宮
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に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
で
は
、
令
和
四

年
に
一
宮
市
内
で
代
々
繊
維
関
連
の
工
場
や
商
社

を
営
ま
れ
て
い
た
お
宅
か
ら
、
三
岸
節
子
の
夫
・

好
太
郎
（
明
治
三
十
六
年
・
一
九
〇
三
年
生
ま
れ
）

の
油
彩
画
《
海
》（
図
１
）
を
ご
寄
託
い
た
だ
き
ま

し
た
。
制
作
年
は
不
詳
で
す
が
、
よ
く
似
た
構
図

の
作
品
が
他
に
六
点
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と

同
様
に
昭
和
八
〜
九
年
頃
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美

術
館
所
蔵
の
一
点
（
図
２
）
は
、
名
古
屋
で
繊
維

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
物
が
節
子
の
兄
に
頼

ま
れ
、
好
太
郎
没
後
の
昭
和
十
年
頃
に
節
子
か
ら

購
入
し
た
と
伝
わ
る
も
の
で
す
。
画
面
右
上
に

「S
.M
ig
is
h
i

」
と
節
子
作
品
か
の
よ
う
な
サ
イ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
売
る
に
あ
た
っ
て
節
子
が
サ

イ
ン
を
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
う
一

点
（
図
３
）
は
、
図
１
の
作
品
と
同
様
に
、
右
下

に
赤
茶
色
の
絵
具
で
「K

.M
ig
is
h
i

」
と
サ
イ

ン
が
あ
り
、
図
１
の
作
品
と
近
し
い
関
係
に
あ
る

こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。
図
１
は
、
他
の
作
品
と
異

な
り
、
右
に
赤
茶
色
の
断
崖
が
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
筆
致
の
前
後
関
係
か
ら
、
こ
の
部
分
は
空
よ

り
も
後
に
描
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

サ
イ
ン
部
分
の
絵
具
は
こ
の
断
崖
と
色
が
似
て
お

り
、
断
崖
と
サ
イ
ン
は
画
面
に
加
え
ら
れ
た
時
期

が
近
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
断
崖

と
サ
イ
ン
は
と
も
に
、
好
太
郎
没
後
の
節
子
の
手

に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　《
海
》
の
連
作
が
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期

の
好
太
郎
の
活
動
を
見
る
と
、
昭
和
八
年
三
月
と

十
月
の
独
立
美
術
協
会
展
に
ひ
っ
か
き
線
条
に
よ

る
作
品
を
出
品
し
、
前
衛
的
な
実
験
に
挑
ん
で
い

ま
す
。
一
方
、
翌
九
年
に
な
る
と
、
そ
の
作
風
を

一
変
さ
せ
、
三
月
の
独
立
展
に
《
海
洋
を
渡
る
蝶
》

（
図
４
）《
旅
愁
》《
海
と
射
光
》
な
ど
、
海
と
蝶
や

貝
殻
を
組
み
合
わ
せ
た
幻
想
的
な
作
品
を
出
品
し

三
岸
好
太
郎
と
《
海
》
の
連
作

三
岸
好
太
郎
と
《
海
》
の
連
作

三
岸
好
太
郎
《
海
》

 

蝶
が
渡
る
海
の
向
こ
う
は
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▲図2　三岸好太郎《海》　昭和8－9年（1933－34）頃
　　　 北海道立三岸好太郎美術館蔵

▲図5　ギュスターヴ・クールベ《波》　1869年　愛媛県美術館蔵

▲図3　三岸好太郎《海》　昭和8－9年（1933－34）頃
　　　 北海道立三岸好太郎美術館蔵
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外
山
卯
三
郎『
新
構
図
法
の
研
究
』（
金
星
堂
　
一
九
三
一
）

匠
秀
夫『
三
岸
好
太
郎
　
昭
和
洋
画
史
へ
の
序
章
』（
求
龍
堂

一
九
九
二
）

苫
名
真『
三
岸
好
太
郎〈
海
〉、そ
の
サ
イ
ン
の
謎
を
め
ぐ
っ

て
』、『
紀
要
』（
北
海
道
立
近
代
美
術
館
・
三
岸
好
太
郎
美
術

館
ほ
か
　
二
〇
〇
〇
）

『
生
誕
一
〇
〇
年
　
三
岸
好
太
郎
展
』図
録（
東
京
新
聞
　
二

〇
〇
三
）

『
ク
ー
ル
ベ
と
海
　

―
　

フ
ラ
ン
ス
近
代
　
自
然
へ
の
ま
な
ざ
し
』

（
ふ
く
や
ま
美
術
館
・
山
梨
県
立
美
術
館
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
汐

留
美
術
館
　
二
〇
二
〇
）

て
い
ま
す
。《
海
》
の
連
作
は
、
こ
れ
ら
の
海
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
作
品
の
前
段
と
し
て
描
か
れ
た
、

構
図
研
究
の
一
環
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。《
海
》
の
連
作
で
は
、
水
平
線
の
位
置
を
様
々

に
変
え
て
試
行
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す

が
、
そ
の
際
に
好
太
郎
の
友
人
で
も
あ
っ
た
美
術

評
論
家
・
外
山
卯
三
郎
の
著
書
『
新
構
図
法
の
研

究
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
書
に
は
、
海
景
の
例
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
の
画
家
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
の
海
を

描
い
た
作
品
（
図
５
・
参
考
図
版
）
を
取
り
上
げ
、

水
平
線
の
位
置
が
高
け
れ
ば
重
厚
に
、
低
け
れ
ば

軽
快
な
画
面
に
な
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　《
海
洋
を
渡
る
蝶
》
の
直
接
的
な
モ
チ
ー
フ
は
、

北
海
道
大
学
の
昆
虫
学
の
権
威
で
あ
っ
た
松
村
松

年
博
士
の
海
洋
を
渡
る
蝶
の
話
で
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
蝶
が
渡
る
海
は
、
水
平
線
が
低
く
抑
え
ら

れ
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

　
そ
の
蝶
が
渡
る
海
の
向
こ
う
は
、
ク
ー
ル
ベ
を

は
じ
め
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
画
家
が
描
い
た
エ
ト

ル
タ
の
海
岸
、
好
太
郎
が
憧
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
地

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
好
太
郎
は
そ
の

憧
れ
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
、
昭
和
九
年
七
月
、

旅
先
の
名
古
屋
・
銭
屋
旅
館
で
三
十
一
年
の
短
い

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
学
芸
員
　
成
河
端
子
）
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令
和
二
年
一
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
突
然
な
ん
の
前
ぶ
れ
も
な
く
襲

来
し
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
を

恐
怖
の
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
学
校
が
一
時
休
校
に
な
っ

た
り
、
授
業
が
リ
モ
ー
ト
で
実
施
さ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
学
ぶ
こ
と
に
大
変
な

苦
労
が
伴
い
ま
し
た
。
書
道
塾
の
各
教

室
で
も
工
夫
し
て
通
常
の
学
び
が
出
来

る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
が
、
書
道
展

な
ど
の
行
事
の
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
と
な
り
、
寂
し
い
か
ぎ
り

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
五
年
五
月
に
五
類
感

染
症
に
位
置
付
け
ら
れ
、
七
月
に
は
、

や
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
前
の
か
た
ち
で
七
夕

ま
つ
り
学
生
書
道
展
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
粛
し
て

い
た
「
う
ち
わ
書
き
」
も
復
活
し
、

「
久
し
ぶ
り
！　

楽
し
い
ね
！
」
と
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
の
明
る
い
声

が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。
ま
た
本
町
商

店
街
で
の
書
の
展
示
も
、
七
夕
飾
り
に

も
負
け
な
い
個
性
あ
ふ
れ
る
カ
ラ
フ
ル

な
展
示
に
な
り
ま
し
た
。
十
月
に
は
講

習
会
を
開
催
し
、
豊
橋
筆
の
伝
統
工
芸

士
の
方
の
筆
づ
く
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

試
し
書
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

書
風
で
自
由
に
筆
を
動
か
し
、
和
気
藹

藹
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
一
宮
支
部
展
・
支
部
学
生

書
道
展
を
開
催
し
、
学
生
の
皆
さ
ん
に

カ
レ
ン
ダ
ー
へ
好
き
な
言
葉
や
目
標
を

筆
で
書
く
コ
ー
ナ
ー
を
設
営
し
た
と
こ

ろ
、
一
時
も
席
の
空
く
間
も
な
い
ほ
ど

の
盛
況
で
、
子
ど
も
た
ち
は
パ
ワ
ー
全

開
で
し
た
。

　

先
日
、
新
聞
記
事
に
「
ア
ナ
ロ
グ
の

底
力
は
？
」
と
題
し
て
興
味
深
い
文
章

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
答
え
は
早
く
出
る
け
ど
、

答
え
以
外
の
後
で
生
か
さ
れ
る
べ
き
も

の
を
失
っ
て
い
る
」
「
プ
ロ
セ
ス
を
ど

う
い
う
ふ
う
に
作
り
上
げ
る
か
が
大
切

で
あ
る
」
。

　

書
道
は
日
本
人
と
し
て
学
ぶ
べ
き
日

本
語
と
そ
の
心
を
育
み
、
も
っ
と
も
ア

ナ
ロ
グ
で
あ
る
が
故
に
奥
が
深
く
学
び

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
何
度
も
書
い
て
は
、
線
の
質
や
字
の

形
―
す
ぐ
に
は
得
ら
れ
な
い
け
れ
ど
大

切
な
も
の
―
を
体
験
し
、
そ
れ
と
同
時

に
集
中
力
・
持
続
力
・
考
え
る
力
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

た
今
、
こ
う
し
て
書
道
と
と
も
に
育
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し

て
い
く
の
か
大
変
楽
し
み
で
す
。

　

書
道
は
令
和
六
年
一
月
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
へ
提
案
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
書
が
も

っ
と
生
活
に
浸
透
し
、
皆
さ
ん
の
大
切

な
財
産
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
書
道
作
品
を
書
く
場
合
、
漢
詩

文
を
書
く
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
左

の
作
品
は
詩
文
の
一
部
を
読
み
下
し
文

で
表
現
し
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
も
加
え

て
や
わ
ら
か
な
感
じ
の
作
品
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
　

書
と
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　

―
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
―

　
　

書
部
門　

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
一
宮
支
部　 
村  
上   
史  
麗 

む
ら 
か
み 

し 

れ
い

エッセイ 

豊橋筆 筆づくり（令和5年10月）

一宮支部学生書道展カレンダー書き（令和5年11月）

「宮中行楽詞より」
第81回一宮市美術展　依頼出品

（令和5年11月）
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１
月　

日
∂
、
愛
知
県
文
化
協
会
連

２１

合
会
西
尾
張
部
芸
能
大
会
が
、
扶
桑
文

化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
協

会
か
ら
は
一
宮
三
曲
協
会
（
邦
楽
）
の

皆
様
が
出
演
さ
れ
、
吉
沢
検
校
作
曲
の

春
の
歌
を
６
曲
披
露
し
ま
し
た
。
琴
や

尺
八
の
落
ち
着
い
た
音
色
は
会
場
を
大

い
に
魅
了
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
２
日
∏
・
５
月　

日
∏

１４

６
月
４
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
実
作
指
導
や
、
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間
で

行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月　

日
º

１３

１１

６
月
８
日
º　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）７
３
７
２

６９

日
時
▼
４
月　

日
º
・　

日
º

１３

２７

５
月　

日
º
・　

日
º

１１

２５

６
月
８
日
º
・　

日
º

２２

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議
室

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

１４

１２

６
月
９
日
∂　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２１

１９

６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

１６

２１

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
実
作
指
導
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末
日（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、
参
加

希
望
日
・
当
季
雑
詠
２
句（
初

参
加
の
方
は
希
望
者
の
み
）・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
参
加

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、

送
付（
〒　
―　
　

本
庁
舎
生

４９１
８５０１

涯
学
習
課
）

「DARK FOREST」 岡 美穂

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

西
尾
張
部
芸
能
大
会（
報
告
）

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
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【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂

２１

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、
連
吟
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２８

２６

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
実
作

  
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学

習
課（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月　

日
∂　

午
前　

時
〜

１９

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
さ
わ
や
か
で
親
し
み
や
す
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
の

演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
６
月　

日
∂

１６

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容    
▼「
士
官
候
補
生
」他
、バ
ン
ド

ネ
オ
ン
奏
者
の 
啼  
鵬 
さ
ん
を

て
い 
ほ
う

お
招
き
し
、「
情
熱
大
陸
」な
ど

コ
ラ
ボ
演
奏
を
行
い
ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

【
問
合
せ
先　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A
０
９
０（
７
０
２
８
）９
１
６
５

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２３

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容 
▼
組
曲「
展
覧
会
の
絵
」や「
ロ
ッ

 
ク
ン
・
ロ
ー
ル
・
メ
ド
レ
ー
」な   

     
ど
、ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ポ
ッ
プ    

ス   
の
楽
し
い
演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）
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『
一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
創
立　

年
記
念

５０

レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
ı

』

『
尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第　

回
定
期
演
奏
会
』

９２

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
一
宮
音
楽
家
協
会

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』


